
 

２ 労働時間と出勤日数 

(１)産業別の総実労働時間 

平成 24 年における 1 人平均月間総実労働時間（調査産業計）は、事業所規模 5 人以上では、前年比 
1.6％増の 148.3 時間、事業所規模 30 人以上では、1.1％増の 153.0 時間となった。 

産業別に総実労働時間数をみると、事業所規模 5 人以上では、運輸業，郵便業の 189.2 時間が最も長く、

次いで建設業 170.4 時間、学術研究，専門・技術サービス業 168.6 時間となった。一方、最も短いのは宿

泊業，飲食サービス業の 95.7 時間となった。事業所規模 30 人以上では、運輸業，郵便業の 203.5 時間が

最も長く、次いで建設業 181.4 時間、学術研究，専門・技術サービス業 172.9 時間となった。一方、最も

短いのは宿泊業，飲食サービス業の 100.0 時間となった。（第６表、第３図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





 

 

(４)全国との比較 

調査産業計における全国結果との対比では、総実労働時間をみると事業所規模５人以上では、1.2 時間上

回って対全国比 100.8%、事業所規模 30 人以上では、2.3 時間上回って対全国比 101.5%となった。 
所定外労働時間をみると、事業所規模５人以上では、1.8 時間上回って対全国比 117.3%、事業所規模 30

人以上では、2.9 時間上回って対全国比 123.8％となった。 
出勤日数をみると、事業所規模５人以上では、同じ日数となった。事業所規模 30 人以上では、0.1 日下

回って 99.5%となった。（第９表） 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


